
平成 29年度備中地区総合体育大会  2017年 5月 3日  矢掛高校 ＶＳ 倉敷工業高校   

＠水島中央公園野球場 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

矢 掛 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 

倉敷工 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 

  矢：福尾―渡邊大樹                    文責：西野 亜依（普通科探究コース） 

備中地区総体の先発は三年生の福尾（井原中）。捕手には一年生の渡邊大樹（矢掛中）が抜擢される。 

 

1回表、矢掛高校の攻撃。タイミングをずらされ、三者凡退に抑えられる。 

1回裏、倉敷工業高校の攻撃。一死から死球を与えてしまうも、牽制で刺し、三人で抑える。 

4回表、矢掛高校の攻撃。ここまで完全に抑えられていたが、二死から大山（小北中）が内野安打を放ち出塁す

る。しかし、後続が倒れ、得点は奪えない。 

4回裏、倉敷工業高校の攻撃。一死から左越二塁打を放たれる。しかし、福尾が後続をしっかり抑える。 

5回裏、倉敷工業高校の攻撃。一死から四球を与えてしまうも、後続を抑え点は与えない。 

6回表、矢掛高校の攻撃。先頭の原（総社東中）が中越三塁打を放ち、先制のチャンスを迎える。ここで、一死

から山室（美星中）が左前打を放ち、１点を先制する。続く渡邊透弥（矢掛中）が犠打を決め、さらに

次打者の大山の打球が悪送球となり２点目を挙げる。後続が途絶えるも、この回一挙に２点を先制する。 

8回表、矢掛高校の攻撃。ここで、倉敷工業高校の投手交代。先頭の原が四球で出塁し、捕逸により二塁まで進

む。ここで三盗をしかけるも盗塁死。二死から山室も四球で出塁するが、盗塁死で追加点を奪えない。 

8回裏、倉敷工業高校の攻撃。ここまで被安打１の好投が続いていた福尾だが、先頭打者に左前打を放たれ、二

盗も決められる。さらに犠打で、一死三塁とされ、内野ゴロの間に１点を返される。 

9回表、矢掛高校の攻撃。追加点が欲しい場面だが、三者凡退に抑えられ１点差のまま最後の守りへ。 

9回裏、倉敷工業高校の攻撃。一死から左前打を放たれ、二盗と悪送球により三塁に進まれ、同点のピンチを迎

える。ここで、痛恨の暴投で同点とされ、試合は振りだしへ。さらに次打者に右越二塁打を放たれ、進

塁打で二死三塁となる。このサヨナラのピンチは、福尾が踏ん張り延長戦へ。 

10 回表、矢掛高校の攻撃。一死から高見（小北中）が右前打を放ち、続く三澤魁太（真備中）の犠打により二塁

に進むも、後続を抑えられ、勝ち越し点は奪えない。 

10 回裏、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に痛烈な左中間三塁打を放たれる。さらに続く打者に中前打を放たれ、

サヨナラ負けとなった。 

 

矢掛高校は倉敷工業高校に２―３で敗北した。備中地区総体の第一試合目で、序盤は両チームとも譲らない互角

の戦いだった。中盤で２点を先制することができ、勝ちのムードで油断をしてしまったのか、終盤に追い上げら

れサヨナラ負けとなった。今回の試合では練習してきたことが発揮でき、また次に繋げられるような試合ができ

たと思う。終盤で守備陣の経験の無さが勝負を分けたポイントだったのだろう。今日の悔しさを力に変え、気持

ちを引き締めて次の試合に臨みたい。 

新チームの戦績 

1２勝９敗２分 


